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                     蔵前-関西 5 支部午餐会 kan5.sakura.ne.jp            

 

 
作成：2016/02/29 長井 

蔵前-関西午餐会メモ…第 689 回蔵前関西午餐会 『ペリー黒船以前の外国からの脅威』  講師：田村洋一氏（S41 修 制御） 

  平成 28 年 2 月 2 日(火) 13 時～14時 15 分  大阪中央電気倶楽部 317 会議室  出席者 計 29 名 

------------------------------------ 

１．ロシアの南下政策 

18 世紀、ロシア帝国はピョートル帝・エカテリーナ女帝をはじめとする積極政策で、南進南下を推進（例：アゾフ海クリミヤ半島占領(1700/1774)、

1829 オスマン帝国からボスホラス海峡の商船(のみ)通行権利を取得）したが、その一部(イスタンブール・スエズ等は英国が支配、地中海全域は仏国

覇権下など)を欧州(敵対国)に握られており、成果は不十分のままであった。（この結果は 1905 日本海々戦に向けて、露艦隊がバルト海リバウから３

万ｷﾛ（地球 3/4 周に相当）航海を要することにつながっている）南欧進出は、クリミア戦争(1853)になって、英仏等連合軍に大敗。これもかなわずの

まま。極東・アラスカ方面に、ベーリング探検隊派遣など毛皮・鉱山の開発政策をすすめ、その補給地として日本地域への交渉（通商）を求めてきた。 

２．ロシアが日本に通商を求めた経過 

日本からは、海流影響による漂流漁民・交易商人の漂着に基づく文化接触が 18世紀から続いていた。有名な大黒屋光太夫を廻るラクスマン使節の来

日(長崎へ)や、松前藩による蝦夷地開拓と領有宣言（ｴﾄﾛﾌ島への標注建立）をはじめ、さまざまの交流・交渉（紛争）が知られている。なかで『レザ

ノフ事件（３．項に詳述）』は、皇帝からの国書を携えた使節レザノフと徳川幕府が、直接ぶつかりあう厳しい内容であった。しかし、その数年後か

ら、欧州各国(典型は数次のクリミヤ戦争)からの攻勢もあって、極東(日本)への侵攻はプチャーチン来航まで約 40年間記録されていない。 

３．レザノフ事件 

ロシア皇帝の国書を持ち、レザノフ伯爵は長崎に来航（1804）して、幕府に通商（=開国）交渉を要求した。しかし長崎奉行所（江戸幕府）は頑なに

対応を拒否、これに怒ったレザノフは種々の強硬措置を講じた。松前藩・千島列島などで種々の紛争事件が約 10年続いた。 

４．オランダの盛衰と英仏との関係 

ヨーロッパ各国のせめぎ合い・覇権争いにより、オランダの独立性は 18 世紀末に殆ど消滅した。そうした盛衰により欧州列強による世界の制海権は、

オランダ（バタビアの東インド会社・長崎出島商館などを開設・操業）からスペイン・英国に移行した。極東の覇権・商業権も大きく変わり、中国・

インドシナ半島は、英・仏両国が主導権を握り支配する時代になった。 

５．フェートン号事件（1811 年） 

アジア覇権を掴んだ英国は（中国に続いて）日本への覇権獲得を志し、オランダ商館通じての通商要求行動を開始。軍艦フェートン号で長崎港に押し

入って、武力威嚇を行った。武装力に劣る長崎奉行以下の幕府諸兵は、殆ど対抗できず、手を拱くだけだった。オランダ商館長が、外交々渉でわずか

に対抗し英国船（フェートン号他）の横暴を（翌年以降は）撃退したが、長崎奉行他多数武士の割腹自刃など屈辱の外交史実を残す結果になっている。 

６．レザノフ事件・フェートン号事件の影響 

両事件（19 世紀初頭）から約 30 年は、諸外国間同士の抗争(戦争)もあり、偶発的な事件(漂流漁民・捕鯨船の難破など)以外、大きな事件は少なかっ

た。しかし、幕府の政策・対応、国民性などの知見が諸外国に伝わり、19世紀半ばからの来日軍人（その代表がペリー-浦賀来航(1853)）の外交行動

に影響している。一方、屈辱を味わった日本国内諸藩は、国防諸政策・武装近代化に注力することになった。 

その代表例は佐賀藩で、藩主率先のもと、殖産興業・技術革新を図り、自力で工業の基礎を築いた。のちの東芝につながる産業基盤の整備(三重津海

軍所等)を創設している。また、こうした工業力は維新戦争にも影響を与えた。 

 以上 


